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電磁気トモグラフィーによるコアーマントル境界近傍の動的構造の探査 

Investigation on the dynamical structure in the region of core-mantle boundary by using 
the method of EM tomography 
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コア-マントル境界近傍の３次元電磁気不均質構造を探査するための新しい方法について報告する。この方法で
は、水平方向に不均質な球の内部での誘導方程式を時間軸上で解くことによって、内部起源及び外部起源の磁場変
動に対する時間応答関数を計算する。従来のグローバルな電磁気構造を調べる方法はほとんどが、周波数軸上で応
答関数を求めているが、時間軸上での応答を調べることは、コア起源の磁場変動を用いて下部マントルの電磁気構
造を知るための有効な方法であることを示す． 

 
 
 


